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今月（平成２０年２月４日）から燃やすゴミの収集回数が週３回から週２回に変更に
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なります。（夏場の７月と８月だけは週３回収集を続けます）。

り焼却処分にするはずのゴミ（家庭から出るゴミ）が大幅に減ったから（平成１８年度

３、私たち市民が市政（政治）に参加する流れをつくります。

燃やすゴミの収集回数変更

４、子や孫のために持続可能な横浜（社会）をつくります。

大  桑
第６３号

１、選挙の前も選挙の後も駅前に立ち続け新聞（広報）を配り続けます。

２、大桑まさたかの政務調査費を公開し続けます。
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を変
か

える！
ＪＲ大船駅・本郷台駅・港南台駅のいずれかで！

栄区から、しがらみのない市政（政治）を実現します！

２月号

市会議員２期目

の家庭ごみは平成１３年度と比べ３１．３％減少しています）。また、収集回数を減ら
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桑
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〒247-0005　神奈川県横浜市栄区桂町６８８－４－６０１

すことにより、人件費など約４億円を削減することができるからとしています。

などの理由から「週３回収集の期間を少しでも長くできないか」と要望を出しますが

私は議会等で夏場のにおいの問題や乳幼児のオムツなどは減らすことができない

燃やすゴミを週３回から週２回にする主な理由ですが、分別収集が進んだことによ

現在のところ横浜市は上記の予定を変えることはないとしています。

　　　　　 （マメとグリはそれぞれの実家にいます）

横浜市会議員　大桑正貴（市政報告書）

　　http://m-okuwa.net/

　　E-mail : m-okuwa@mvg.biglobe.ne.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　JR大船駅・JR本郷台駅・JR港南台駅、いずれかの駅で配布しております。

よろしくお願いします！

市会議員としての約束



大桑新聞ではみなさまとともに、
栄区について考えていきたいと思っております。 FAX：０４５－８９２－５１８７

道路使用料（１２月分）
４８４，５３４円です。

２６，９８２円通信費 事務所費等

今回の使用金の内訳

この数字は平成２０年１月１日現在の横浜市の人口です。平成１９年１月１日現在

大 桑 新 聞

人増加したことになります。なお、日本の人口は減少傾向にありますが、横浜市の

勉強会代等

大桑新聞印刷代等

郵便代 ０円 書籍代等

　　平成１９年度１２月現在の政務調査費累計残高は　７１，９４３円です。

１，０４０円

１２月分の収支報告（収入は政務調査費５５万円/毎月）

この件については、本会議で中田市長に質問をしたいと思っております。

上郷の緑（瀬上沢）を保全したいという内容の発言をされました。

まだ具体的な日程は決まっておりませんが、今後、横浜市としてこの提案を認め

上郷高校周辺の開発についてですが、これまで環境アセスをおこなっていた東急

横浜市はそれを受理しました。

そのような状況のなか、先日、中田市長は記者会見において緑新税を導入して

建設（株）が去年（平成１９年）の１２月２８日に横浜市に都市計画提案書を提出し、

るか認めないかを審議（住民への説明なども含め）していくことになります。

継されますので、お時間のある方はご覧ください。

平成２０年第１回市会定例会が２月１３日（水）から始まります。
近況報告

１６２，４７７円

２５日（火）までという長い会期になります。この議会の模様はインターネットでも中

１３１，１０９円

新聞代２０，０００円

１，１９６円

１１，９８０円

また、先月の大桑新聞でも書きましたが、中田市長にまつわる様々な報道がされ、

１２月議会でも審議されました。今議会でも審議されると思います。

１２５，７５０円 ４，０００円交通費

今議会は、横浜市の来年度（平成２０年度）の予算を審議するということもあり３月

文具費等

１２月の支出合計は

今回の様々な報道に対し市長から誰もが納得いく説明があることを願っています。

上郷高校周辺の開発について

→

生活保護受給者等

市民税非課税者

合計所得金額７００万以上

合計所得金額２５０万未満

合計所得金額２５０万以上

市民税非課税者

の人口が３６０万６，７９７人でしたので、平成１９年中に横浜市の人口は２４，４３９

人口は平成３０年ごろまでは増加すると予想されています。

新利用者負担額

無料生活保護受給者等

利用者負担は下記の左表から右表へ変更になります。よろしくお願いします。

敬老パス（敬老特別乗車証）について
横浜市は敬老パスについて様々な見直し（利用者負担や利用回数など）を検討し

今回の利用者負担の見直しですが、現行額の１．３倍程度となっております。

ておりましたが、当分の間は敬老パスの利用者負担の見直しだけになりました。

年額３，２００円

年額１９，５００円

年額６，５００円

年額８，０００円

３６３万１，２３６人

新区分

合計所得金額７００万未満

合計所得金額７００万以上
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無料

年額２，５００円

年額５，０００円

年額１５，０００円
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